



A practical study of rugby training involving support play： 
Seeking to improve the continuity in attack of  




　This study sought to further develop the continuity in attack of Kokushikan 
University’s Rugby Club by examining forms of training and their execution. This 
study also assessed how the Club’s performance has progressed with each match. 
Training lasted for 10 months from March to December 2012 and was divided into 
three phases. Training first focused on understanding and developing inside support 
to keep the ball alive. Training then focused on understanding the role of support 
players and quick release of the ball when ruck is formed. To assess the effects of 
training, 6 matches with the same opponents in 2010 and 2011 were analyzed.  
Match analysis indicated that training with the goals of keeping the ball alive and 
effective attacking by finding space were effective.
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１） と２） について取り組んだ（表４）。 まず、
インサイドサポート体系とスリップダウン時の１
人目のサポーターにフォーカスしたトレーニング
に約３ヶ月を費やした。ここでは、プレーの理解
と正確性を重視しウォーキング程度のスピードか
ら始め、何度も反復しながら徐々にスピードを上
げて実施した。図５，６にその代表的ドリルを示
した。
図６．ダミーハーフドリル
古田−8−
表４．春シーズン期のトレーニング概要
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表５．プレシーズン期のトレーニング概要
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その後、２人目以降のサポーターの判
断とラックからのボール出しのスピード
にフォーカスし、図５，６のドリルを発
展させてディフェンスをつけてトレーニ
ング強度を上げて実施した。
プレシーズン期には、課題３）につい
て取り組んだ（表５）。ラックの早い球
出しから効果的なアタックを継続するこ
とにフォーカスし、動きの中でのインサ
イドサポート体系の維持と少人数でのボ
ール出しを徹底した。ドリルの発展とし
て、ラックに参加するサポーターの人数
を増やし、より実践に近い状況での連続
攻撃を想定してトレーニングを行い、課
題４）へと繋げた（表５）。
実際のゲームレベルまでコンタクトの
強度を上げた中、意図したテンポでボー
ルを出し、継続する技術の確認を繰り返
した。図７，８に代表的なドリルを示し
た。これらのドリルを中心にトレーニン
グを２ヶ月間実施した。
ここで示した代表的なドリルは、試合
期においても週間のトレーニングメニュ
ーに織り交ぜ、基本プレーの徹底として
年間を通して実施した。
２．分析の客観性の検討結果
２人の分析者の間での分析結果の誤差
頻数を項目ごとに表６に示した。
この表３からわかるように、ボール出
しに要した時間において、±0.1秒、±0.2
秒の誤差が見られる他は、総じて誤差は
少ない。したがって、本研究の分析結果
には十分許容できるレベルの客観性があ
ると考えられる。
３．トレーニングの効果の検証
トレーニングによるパフォーマンスの
変化について、３つのトレーニング目標
図８．２フェーズアタックドリル（表５参照）
図７．６対５アタックドリル（表５参照）
表６．２人の分析者の分析結果における誤差
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に基づいて検証していく。
１） 「ボールを失わない」という目標に
ついて
図９に１試合におけるラックでボール
を失った原因別比率を示した。2010年
度の自チーム分析から、ラック形成時に
ボールを失った原因の中で、最も多かっ
たボールキャリアーの「孤立」について
有意な減少が見られた。これは春シーズ
ン期から取り組んだインサイドサポート
体系が機能し、ボールキャリアーの内側
にサポーターを配置する意識がチーム全
体に浸透して来たことを示している。ま
た、スリップダウン時の役割が明確にな
ったことでラックへの到達スピードが上
がり「孤立」を減少させる結果につなが
ったとも考えられる。以上のことから、
ラックにおいて「ボールを失わない」と
いう目標についてはトレーニング効果が
あったと言える。
２） 「サポーター３人以内でラックを形
成し、可能な限り早くボール出しを
する」という目標について
図 10に１試合におけるボール出しに
要した人数別比率を示した。４人以上の
サポーターでボールを出した割合は減少
傾向にあったが有意な差は見られなかっ
た。これは、スリップダウン時のサポー
ターの役割は整理されたが、３人目、４
人目のプレーヤーの判断が悪く、必要以
上にラックに参加していることが推測される。無
駄なラックへの参加を防ぐために、プレシーズン
期のトレーニングにおいて、動きの中で自分の位
置と役割の把握をポイントとして取り組んだが不
十分であったと言えるだろう。
つづいて、表７にボール出しに要した平均時間
の比較を示した。この結果、１試合あたりのボー
ル出しに要した平均時間については有意な減少は
見られなかった。 これは、2011年度のゲーム様
相の変化にも関係していると考えられる。
ほとんどの対戦相手がキックオプションを多く
使い、フィールドポジションを取りに来たため、
自陣での停滞ラックからキックを蹴り返すアタッ
クが多かった。実際の自チーム分析でも１試合あ
たりのキック回数は、2010年度 27.5回、2011年
度は36.5回と増加傾向にあった。今後、ラックか
ら素早い球出しを目指す場合、戦術的な工夫も必
要になってくるだろう。停滞オプションやカウン
図９．１試合におけるラックでボールを失った原因比率
図10．１試合におけるボール出しに要した人数別比率
表７．１試合あたりのボール出しに要した平均時間（秒）
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ターアタックからの連続攻撃などトレー
ニングに取り入れて対応して行きたい。
いずれにしても、「サポーター３人以
内でラックを形成し、可能な限り早くボ
ール出しをする」という目標については
トレーニング効果が見られなかった。
３） 「空いたスペースを探し、効果的な
アタックをする」という目標につい
て
図 11に１試合あたりのチャンネル別
ラック数比率を示した。０チャンネルへ
の攻撃が有意に減少し、１チャンネルへ
の攻撃が有意に増加した。2010年度は停
滞ラックからのフォワードによる０チャ
ンネルアタックが60％を占めていたが、
2011年度はスクラムハーフもしくはス
タンドオフからのダイレクトプレーで１
チャンネルへ攻撃できていることを表し
ている。
図 12に１試合あたりの位置別ラック
数比率を示した。ゲインラインを越えた
ラックが有意に増加し、ゲインライン上
のラックが有意に減少した。このことは
５割以上のアタックが効果的だったこと
を表している。この結果から、プレシーズン期に
行った６対５アタックドリルや２フェーズアタッ
クドリルは「空いたスペースを探し、効果的なア
タックをする」という目標について効果があった
と言える。
Ⅳ．結　　論
本研究では、国士舘の攻撃継続能力を向上させ
るためのトレーニング内容の検討を行い、実践す
ること、そして、そのトレーニングの結果、試合
でのパフォーマンスがどう変化したか検証するこ
とを目的とした。
トレーニングは、３月から春シーズン期、プレ
シーズン期、試合期に分けて取り組んだ。まず、
インサイドサポート体系の理解とスリップダウン
時の役割の明確化に取り組んだ。そして、少人数
でラックを形成し、素早いボール出しから効果的
なアタックをするためにトレーニングを工夫し、
実践した。
トレーニング効果を見るため、2010 年度と
2011年度の同じカード６試合についてゲーム分
析を通して検証した。ゲーム分析の結果から、「サ
ポーター３人以内でラックを形成し、可能な限り
早くボール出しをする」という目標に関しては効
果があったとは言えず、課題が残った。しかし、
「ボールを失わない」と「空いたスペースを探し、
効果的なアタックをする」という目標については
ほぼ期待された効果が見られた。すなわち、本研
究で実践したトレーニングはサポートプレーの質
図11．１試合あたりのチャンネル別ラック数比率
図12．１試合あたりの位置別ラック数比率
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を高めることに有効であったと考えられる。した
がって、本研究で実践したトレーニングは国士舘
の攻撃継続能力の向上に効果があったと結論づけ
ることが出来る。
今後更にチームの攻撃継続能力を高めるために
は、以下の事項に取り組んで行かなくてはならな
いだろう。
１） 計画的なストレングス強化とスピードトレー
ニングの導入
２） コンタクト時の正確な判断とテクニックの習
得
３） 停滞ラック、カウンターアタックからの攻撃
パターンの開発
４） スペースへ正確にボールを運ぶハンドリング
スキルの向上
５）プレーの選択と伝達の精度とスピードの向上
注
注１） インサイドサポートとは、国士舘で使用してい
る用語で、常にボールキャリアーの内側にサポー
ターを補完するサポート体系を指す。
注２） スリップダウンとは、ボールキャリアーがタッ
クルを受けて地面に倒れた状態を指す。
注３） 統計データと映像がリンクし、タイムラインから
見たいシーンを選択し瞬時に再生できるスポー
ツ分析ソフト。
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